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2020年度 神奈川衛生学園専門学校 自己点検評価結果 

 

(1)教育理念・目的・育成人材像 

本校は 1956年（昭和 31年）に神奈川県小田原市に設置され、現在は横須賀市に位置している。「私

たちの学ぶ技術は、芸術であり、科学であり、職業でもある」を建学の精神とし、「心ある、そして考

える医療人を育てる」を教育理念としている。 

現在は看護師、あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう師を養成し、各専門分野における医療人の

育成に取り組んでいる。 

 教育理念や育成人材像は分かりやすく図なども用いて表現し、ホームページや学生便覧などにより、

教職員や学生だけでなく、社会一般に広く情報発信している。 

 また、「社会性の教育」の一環で、両学科コラボレーションする授業展開なども実施している。2020

年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、実施できない教育活動もあったが、2021 年度は状況をみ

ながら、よりよい教育活動へ向け工夫していく予定である。 

 

(2)学校運営 

  2020 年度より法人名変更に伴い新体制となり、運営方針や事業計画等は理事会・評議員会で承認さ

れ、4月に開催される新年度会にて教職員に周知される予定だったが、新型コロナウイルス感染症の影

響で新理事長からの説明は 5 月上旬にオンデマンドで行われた。また秋にも新理事長より学校運営に

関して教職員への周知する機会があった。今年度は新体制に伴い、組織運営を円滑にするため職務分掌

規程の見直しをはかった。 

 また、より良く業務を遂行するため、学籍システムの修正変更を行った。 

 

(3)教育活動 

  本校には、看護師を養成する看護学科及びあん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう師を養成する東

洋医療総合学科が設置されている。 

各学科認定指定規則に基づきカリキュラムを編成し、教育到達レベルや教授内容等についてはシラ

バスに記載している。職業実践教育の視点による教育内容の工夫に関しては、各学科とも臨床実習・臨

地実習等において適切に実施しているが、2020 年度に関しては、新型コロナウイルス感染症の影響に

より学内実習などへの変更を余儀なくされた。 

  キャリア教育として早期より就職への意識づけのため、例年低学年での就職ガイダンス参加として

いるが、新型コロナウイルス感染症対策として実施しなかった。 

授業評価制度については、学生による授業評価を実施している。今後は教員による授業評価も行い、

より充実した教育活動が図れるようにしていく。 

成績評価については学則に明確に定め、適切に運用している。教員の知識・技能レベルは各認定規則

に基づいて採用していることから関連業界等のレベルに適合している。 

国家資格・認定資格の取得に関連する３年間の計画を立案し、指導体制を明確にして実施している。 

2021 年度は教員の教育力の向上に向けて研修を企画し、組織的に対応していく。また、看護学科に

ついては 2022年 4月入学生から導入される新カリキュラムに向けて変更準備を進める。 
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(4)学修成果 

  2020 年度卒業生の就職・進学率は、看護学科は 100％、東洋医療総合学科では 90.2％であった。各

学科とも国家試験合格率 100％を目標に学習支援に取り組んでおり、今年度の合格率は、看護学科で

91.8％（全国平均 90.4％）、東洋医療総合学科ではあん摩マッサージ指圧師 97.6％（全国平均 84.1％）、

はり師 87.8％（全国平均 70.0％）きゅう師 92.7%（全国平均 72.2％)であった。 

今年度は両学科とも学内での就職ガイダンス等の実施ができなかったので、2021 年度は可能な方法

を模索しながら、サポート体制を強化していく。また、国家試験合格率向上に向けて、2021 年度はさ

らに低学年からの教育サポートを計画し遂行していく予定である。 

 

 (5)学生支援 

 学生生活全般を支援するように努めており、学生生活の相談や就職支援体制は整備されている。 

学生生活（精神面・学業面）については、各学科ともに個人面談を実施することにより学生からの相

談に対応している。 

学習面による退学者が増えていることから、退学者低減に向け、補強学習など学習支援の強化を行っ

ているが、2021 年度も引き続き対応を強化し継続する。健康面では学生の健康管理に努め、近隣医院

の医師に学校医を依頼し連携を図っている。健康相談室を開室し、学生の健康相談に対応できる体制を

確立している。2020年 4月からは敷地内全面禁煙を実施している。 

卒業生への支援体制として、東洋医療総合学科ではアドバンスセミナーを開催し継続学習のサポー

トを行っているが、2020年度は新型コロナウイルス感染症対策によりセミナー延期などが発生した。  

また、より一層保護者との連携を図るため、保護者保証人会を例年２回実施し、保護者との連携を早

期に行うように努めているが、今年度は開催できなかった。そのため両学科とも保護者保証人へ成績状

況などを通知している。 

2020 年度は新型コロナウイルス感染症対策として、学校内の環境・仕組み変更を図った。また就職

支援室を整備し、支援環境づくりの向上を行っている。2021 年度も引き続き安全な学校づくりに向け

て支援体制を強化する。 

   

(6)教育環境 

専修学校設置基準に基づき教室・実習室等が整備されており、教育設備備品については毎年度各学科

で予算計画を立て、その充実に努めている。 

特に図書室は医学書を中心に約 20,000 冊の蔵書があり、司書が常駐しサポート体制ができている。 

  学外実習については、看護学科は臨地実習において実習施設及び実習指導者と連携し、適切に実施し

ている。また、東洋医療総合学科では、学外施設の協力を得て体験・見学実習を行っている。2020 年

度は新型コロナウイルスの影響で両学科とも学内実習へ変更したが、工夫を凝らした実習を行った。 

防災体制については、防災マニュアルに定め、備蓄品の充実、防災訓練も２回実施している。 

 安全管理体制については、防犯システムを導入し 24時間体制で管理している。 

  2021 年度は危機管理マニュアルの更なるブラッシュアップを行い、より安全な学校づくりをしてい

く予定である。 

 

(7)学生の募集と受け入れ 

学生募集にあたっては、法人広報室を中心に各学科教員や職員と連携を図り、ホームページや入学案
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内などによる広報活動や体験入学、学校見学、個別相談等による募集活動に取り組んでいる。東洋医療

総合学科では、2020年度より更なる募集強化のために外部コンサルタントと連携し遂行している。 

また、例年は学校訪問を重点的に行い、進路指導担当者との信頼関係構築を目指すとともに、ガイダ

ンスへの参画などによる募集活動も行い、入学定員の充足に努めているが、今年度は新型コロナウイル

ス感染症の影響で対面での対応が難しい時期が続いたため、工夫を要した。具体的にはオンラインでの

オープンキャンパスやオンデマンド動画の配信を実施するなど対策を講じた。2021 年度は今まで以上

に募集活動方針を教職員全体に周知し、全学体制での効果的な活動を行っていく予定である。 

 

 (8)財 務    

本校の財務状況は、事業提携により改善されつつあるが、2020 年度は新型コロナウイルス感染症対策

整備のために予算計上のない経費も発生した。財務を含め情報公開規程に準拠した情報提供がこれまで

以上にできるよう次年度に向け取り組んでいく。会計監査は公認会計士及び税理士が適宜実施し、年度末

には監査法人による会計監査も確実に行っている。 

 学校会計の改善で必須となる定員確保ならびに退学者・休学者減少に対し、引き続き取り組むことで更

なる財務改善を図っていく。学校運営については予算管理に尽きるため、その実施と予算達成のために経

費削減は継続的に実施する予定である。 

 

(9)法令等の遵守 

本校は設置学科ごとに毎年度養成報告を実施し、設置基準等の法令について遵守している。 

  今年度も自己点検評価委員会を中心に「専門学校等評価基準書 Ver.4.0」の評価項目に基づいて自己

点検・自己評価を実施したが、2020 年度は例年より委員会の定期開催数が少ない状況であった。2021

年度は、計画的に自己点検を行っていく。 

 

(10)社会貢献・地域貢献 

  本学園は、「地域に信頼され、地域と共に歩む学園」を目指し、教育・研究・臨床の側面から、地域・

社会の諸問題の解決に取り組むことを宣言し、地域・社会に対して貢献できるように努めている。附属

施設として、はりきゅう臨床施設、横浜国際プールはりきゅうマッサージ室では、鍼灸マッサージの施

術を行っている。 

  2020 年度は、例年行っている地域連携の横須賀市市民大学講座や横須賀市後援の学内公開講座、ツ

ボ講座などが新型コロナウイルス感染症の影響で実施できない事が多かった。2021 年度は感染症対策

を講じながら、社会貢献・地域貢献に努めていく。 

   

(11)国際交流 

  学術交流の一環として中国やアメリカでの研修を例年実施しているが、2020 年度は新型コロナウイ

ルス感染状況により中止となった。今後も感染状況を鑑みながら、国際交流の在り方について検討して

いく。 

 


